
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊中市議会議員 

無所属 

か ん ば ら こ う い ち ろ う 

神 原 宏 一 郎 の 

つ な が り 通 信 
 ～生活・社会そして人・・・すべては政治とつながっている～ 
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突然の解散や辞職が 

市民生活に 

有益に働けば 

良いのですが・・・ 
 

～「ただ使う」、「とにかく使う」から 

「適切に使う」、「効果的に使う」へ！！～ 
＜東京都千代田区＞  

千代田区では、DX化の推進の一環として、生成 AIの活用にも取り組み、令和６年８月から『Microsoft 

365 Copilot』を試行導入し、今年度中には全職員が利用できる環境を整備予定です。市民ニーズや

社会課題が複雑化、多様化する中、限られた財源や人員で質の高い行政サービスを維持するため、 

自治体における生成 AIの活用が注目されており、先進自治体の現状を学びました。 
 

【生成 AIの活用による効果】 
 

① 処理スピードの大幅 UP：各作業時間が従来の約１/３～１/４に削減 

企画書やあいさつ文、広報紙の編集・校正や議事録の作成・要約、議会答弁案の作成や庁内システムの  

操作、Excelのマクロのコード作成などで業務の効率化や職員の業務負担が大幅に軽減 
 

②ノウハウの蓄積と職員間の専門的な業務スキルの共有化 

業務の属人化を防ぎ、専門的なスキルを組織全体に広め、一般化を実現 
 

③無限の創造性：アイデアの基盤を瞬時に作成 

生成 AIが状況や条件、ターゲットに応じたアイデアを自動で創出し、質の高いサービス提供に寄与 
 

④市民対応の迅速化と効率化 

生成 AI が問合せなどの電話相手の声を認識し内容を理解し瞬時に回答。また、２４時間対応や         

日本語以外の言語対応も可能で、自治体職員の負担軽減だけでなく、市民にとっての利便性も向上 
 

神原の見解 
生成 AI の活用は、上記を含め様々なメリットがある一方で、情報漏洩・権利侵害のリスク、     

導入費用や運用費用といったコスト面、ハルシネーション(AI が事実に基づかない情報を     

生成すること)のリスクなど、課題があることも十分に理解、認識し、対処法や対策を講じた上で、

効果的な活用手法、活用環境を整えていくことが重要！！ 

皆さまのご意見・ご感想をお聞かせ下さい。 

メールアドレス：young_spiritjp@yahoo.co.jp 

豊中の未来を描こう！！ 

総務
常任委員会



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
インフォメーション 

豊中市議会 3月定例会の予定 
   

◆本会議（初日） 2月 24日（火） 午後１時から 

◆本会議（代表質問）午前１０時から 

  3月 3日（月）、4日（火）5日（水） 

神原所属大阪維新の会 ・ 無所属議員団の        

代表質問は4 日(火)の予定 

◆各常任委員会 午前１０時から 

3月 10日（火）、11日（水）、12日（木）、16日（月） 

神原在籍、総務常任委員会は 16 日(月)の予定 

◆本会議（最終日） 3月 23日（月） 午後１時から 

※変更する場合もございますので、議会事務局まで 

ご確認下さい。（議会事務局議事課：℡：06-6858-2633) 

各常任委員会・個人質問共にインターネット中継配信中！！ 

http://toyonaka.gijiroku.com/g07_broadcasting.asp 

～市民が知りたいこと ≠ 議会が伝えたいことの認識を！！～ 
＜広島県呉市議会＞  

呉市議会の議会だよりは、議会報コンクールで高い評価を受け続けています。そこで、議員や議会  

事務局の職員がどのような意識や認識を持ち、どのような工夫や取組みを講じ、企画から編集、  

印刷、配布に至るまで、どのような関わり方をしているかなどを学びました。 
 

【呉市議会だより（TEAM GIKAI KURE）の特徴】 
 

①写真を多用し、特集記事が巻頭に 
 

②表紙は特集に関連したインパクトのある写真を使用 

まず、手に取ってもらい、開いてもらうことを重視 
 

③幅広い世代、新たな層へのアプローチ 

裏表紙に市内小学生の将来の夢や広報委員の編集後記を掲載 
 

④余白を設け、主に横書きとし、イラストや表を多用 

特に、若年層をターゲットにする場合はローマ字の使用や行間の余白を意識 
 

⑤全ての人に配慮したデザイン 

ユニバーサルデザインフォントを使用 
 

ここがポイント！！ 
豊中市議会との最大の違いが編集体制で、数人の広報委員（議員から選出）と議会事務局の    

広報担当職員で構成される広報委員会が企画から編集まで行っている。（印刷のみ業者に委託） 
 

神原の見解 
豊中市議会だよりには改善点や改良点が数多くあると感じたが、何よりも全議員、議会事務局の 

全職員が問題意識や課題認識を共有し、自らが手間や時間を惜しまず、取材や企画、編集、校正に

最大限携わり、一丸となって取り組まなければ、市民の方々に関心を持ち、読みたいと思って   

もらえる市議会だよりを発行することはできない。 

http://msp.c.yimg.jp/image?q=tbn:ANd9GcSUg2-umGVCjfqjFYGInVOACk8Ik2IWRlqtQ8Ui7zXchEocKWeQhGsxVX2dOw:http://www.takara.ac.jp/images/icon_facebook_02.png

神原宏一郎事務所(前向きひろば) 
〒560-0021 豊中市本町 3-1-20エルビル 2階 
ＴＥＬ＆ＦＡＸ：6854-5664  
平日（土・日祝日は除く）の 10時から 17時はスタッフがおります。  

ｙoung_spiritjp@yahoo.co.jp 
http://positive-square.sakura.ne.jp/ 
※この通信物は、政務活動費を使用し発行しています。 

発行元 大阪維新の会・無所属議員団（神原所属会派） 

〒561-8501 豊中市中桜塚 3-1-1 6858-2525(代表) 
 

広報
委員会

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=127jf6kgr/EXP=1338433277;_ylt=A3JuMGR9jcVPhUABXSyU3uV7;_ylu=X3oDMTBiZGdzYWtnBHZ0aWQDanBjMDAz/*-http:/www.takara.ac.jp/images/icon_facebook_02.png

